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(左)SICF18 PLAYの会場となるスパイラルガーデン（スパイラル 1F）/ (右)SICF18 ロゴデザイン 

 
 
応募受付期間 
2017 年 1 月 26 日（木）～2017 年 3 月 31 日（金） ※日本時間 20:00 に締切 
応募方法 
応募受付期間中に作家・作品情報などの必要事項を記入したメールに、応募用紙（作品コンセプト、スペ
ースプラン、タイムラインなどを記入）を添付し、SICF事務局に送信してください。 
応募に関する詳細はSICFウェブにてご確認ください。 
 
SICF ウェブ → WWW.SICF.JP 
審査結果は4月上旬にメールにてご連絡いたします。 
審査を通過した方は、下記日程・参加条件で開催する SICF18 PLAY に参加いただきます。 
 

スパイラルは、2017 年 1月 26 日（木）～3月 31 日（金）にSICF18 関連プログラム「SICF18 PLAY」
に参加するクリエーターを募集します。 
2017 年 5 月で 18 回目を迎えるSICF（スパイラル・インディペンデント・クリエーターズ・フェステ
ィバル）は従来のブース展示ではプレゼンテーションをすることが難しかった、新たな表現を試みる若
手クリエーターや作品を紹介するプログラム「SICF18 PLAY」を展開します。 
社会においてますます多様性が求められるなか、現代アートの表現領域も、身体表現、言論、メディア
アートなど、広範囲に及んでいます。本プログラムでは、スパイラルガーデン（スパイラル 1F）を舞台
に、パフォーミングアーツ、メディアアート、参加型作品、プレゼンテーション等、20分以内で自由に
表現していただきます。 
スパイラルガーデンの公共空間に仕掛ける、臨場感あふれる作品プランを募集します。 
この機会にぜひご掲載を検討くださいますようお願いいたします。 
 

Art Festival 
 

SICF18 PLAY 参加クリエーター募集 
応募受付期間： 
2017年 1月 26日（木）～2017 年 3月 31日（金） 
 

ご掲載に関するお問い合わせは下記までご連絡ください。 
スパイラル／株式会社ワコールアートセンター 広報部  浅野仁美 
〒107-0062 東京都港区南青山 5-6-23  
TEL 03-3498-5605  FAX 03-3498-7848 
E-mail press@spiral.co.jp  SPIRAL WEB http://www.spiral.co.jp/ 
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開催期間 
2017 年 5 月 3日（水・祝）、5日（金・祝）、7日（日）13:00-15:30 ［1 組 20 分］ 
※SICF18（2017 年 5 月 2日～5月 7日開催）の関連プログラムとして実施。 
※参加者数、作品プランにより一部開催日時が変更となる場合がございます。 
 
会場 
スパイラルガーデン（スパイラル 1F） 
〒107-0062 東京都港区南青山5-6-23 東京メトロ銀座線・千代田線・半蔵門線「表参道」駅 

 
参加条件 
①パフォーミングアーツ、メディアアート、プレゼンテーション、参加型作品など表現方法は自由。 
※ただし、法令・公序良俗に反する作品は不可。 
②準備時間は10分間、本番時間(撤収含)20分間の計30分以内で行なうこと。 
③国籍、年齢、グループの人数は不問。 
④指定の期日に実施する現地説明会に出席すること（指定期日は後日発表のため、都合がつかない
場合は応相談）。 
⑤火気・液体の使用は不可。施設を汚損しないものとすること。 
⑥交通費、衣裳・小道具・大道具・稽古場・小屋入りなどの費用は個人またはグループの負担。 
⑦事前の場当たり/リハーサルは、出演日当日の開館時間前、１団体30分以内で行なうこと。 
 
 舞台環境 
①スペース 
・直径10m程度の円形空間（アクティングエリアに一部作品展示有り） 
・床素材：カーペット  
・舞台美術持ち込み可。素材、サイズ、スペースレイアウトを応募用紙に記入すること。 
・電源使用可(1500w×4口) 。使用量、機材、用途を応募用紙に記入すること。 
② 照明 
・パフォーマンス開始時間にスペース中央の固定明かりが点灯。 
・演出のための照明調光/オペレーションは参加者で操作すること。 
③ 音響 
・音源使用の場合はPC/iPodなどのMP3再生機器持参、またはCD/USBメモリに書込んで持参。 
・スピーカー/マイク(2本)機材提供あり、オペレーションは参加者で操作すること。 
④ 更衣室 
・時間制で使用可。 
 
参加料 
個人：15,000円（税込）、グループ：20,000円(税込) 
※ SICF18出展者及び、SICF出展経験者に限り、3,000円（税込）で参加可。 
 
顕彰 
審査員により最優秀賞 1組を選定  
①スパイラルでの作品展開(制作補助費最大15万円) 
②SICF18受賞者展への参加 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SICF18 PLAY 開催概要 
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審査員プロフィール 

 
Photo  :  Masaya  Tanaka  

 

 
Photo  :  N o b u t a k a  S a t o h  

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
栗栖良依 SLOW LABEL ディレクター 
「日常における非日常」をテーマに、アートやデザインの領域に収まらない自由な
発想で、異分野・異文化の人や地域を繋げ、新しい価値を創造するプロジェクトを
多方面で展開。2008 年より、過疎化の進む地域で住民参加型パフォーマンス作品
を制作。2010 年、骨肉腫を患ったことが きっかけで、右下肢機能全廃。障害福祉
の世界と出会う。2011年より、SLOW LABEL ディレクター。「ヨコハマ・パラ
トリエンナーレ 2014」総合ディレクター。 
  
中村茜 （株）プリコグ代表、パフォーミングアーツプロデューサー 
1979年東京生まれ。日本大学芸術学部在籍中より舞台芸術に関わる。2004年～
2008年STスポット横浜プログラムディレクター。2006年、株式会社プリコグを
立ち上げ、2008年より代表取締役。2004年より吾妻橋ダンスクロッシング、チェ
ルフィッチュなどの国内外の活動をプロデュース。2009年、フェスティバル スペ
クタクル・イン・ザ・ファームを立ち上げる。2012年、ブリティッシュ・カウン
シルでMusicity Tokyoディレクター、KAAT神奈川芸術劇場の舞台芸術フェスティ
バル「KAFE9」をプロデュース。また「国東半島アートプロジェクト2012」、「国
東半島芸術祭2014」パフォーマンスプログラムディレクターを務める。舞台制作
者オープンネットワークON-PAM理事。2016年、アジアン・カルチュラル・カウ
ンシルのサポートを受けたことをきっかけにバンコクに拠点を移し、アジアの舞台
芸術のリサーチを始める。 
 
小林裕幸 スパイラル館長、シニアプロデューサー 
早稲田大学卒業後、流通系の会社を経て1989年株式会社ワコールアートセンター
入社。同社が運営する複合文化施設「スパイラル」のプロデューサーに就く。伝統
芸能からコンテンポラリーダンスまで幅広く舞台芸術を紹介。「聲明コンサートシ
リーズ」（1998年～2016年）、「花方」（2013年～）、「Wonder Girl」（2004
年）、「moiré」（2006年）、「SAL - Dance and Music Installation - By Ella 
Rothschild and Mirai Moriyama」（2016年）の他、「DANCE BIENNALE TOKYO」
（2002年～2004年）や「DANCE TRIENNALE TOKYO」（2006～2012年）、
「Dance New Air」（2014年～）などの国際的なコンテンポラリーダンスフェス
ティバルにもプロデューサーとして参画している。 
 
大田佳栄 スパイラル チーフキュレーター 
情報誌の出版社勤務を経て、2001 年株式会社ワコールアートセンター入社。広報、
プランナーを担当後、2011 年よりキュレーター、2016 年より現職。展覧会およ
び国内外でのアートプロジェクトの企画推進を行う。館内での主な仕事に、
「NUMEN/FOR USEーTAPE TOKYO」（2012 年）、スパイラル30 周年記念 
「スペクトラムーいまを見つめ未来を探す」展（2015 年）など。館外では、国際
文化交流事業「Port Journey Project」ディレクター（横浜 2011 年～）、「道
後オンセナート 2014」（松山）、「TOKYO ART FLOW 00」（二子玉川 2016
年）でキュレーションを担当。 
 



 
 
 
 
SPIRAL Press Release                                              2017.1 

 

 
 

 
 
 

SICF18（スパイラル・インディペンデント・クリエーターズ・フェスティバル）開催概要 

150 組へ拡大！きらめく個性の舞台はここに。 

2017 年 2 月 20 日（月）まで出展クリエーター募集中! 
詳細は SICF ウェブでご確認ください。            WWW.SICF.JP 

SICF（スパイラル・インディペンデント・クリエーターズ・フェスティバル）とは 

東京・青山にある複合文化施設、スパイラルが若手の発掘・育成・支援を目的として 2000 年から開
催している公募展形式のアートフェスティバルです。スパイラルホールを舞台に、毎年ゴールデンウ
ィーク期間中に、次代を担う新しい才能を紹介しています。来場者の投票によって決まるオーディエ
ンス賞をはじめ、各審査員賞、準グランプリ、グランプリを授与しています。 

 

会期 
A日程  2017 年 5 月 2日(火) ‒ 3 日(水・祝) 11:00 ‒ 19:00 
B 日程  2017 年 5 月 4日(木・祝) ‒ 5 日(金・祝) 11:00 ‒ 19:00 
C 日程  2017 年 5 月 6日(土) ‒ ７日(日) 11:00 ‒ 19:00 
※ 全日程ともに50 組 2日間ずつ 
 

会場 

スパイラルホール（スパイラル3F）  
〒107-0062 東京都港区南青山5-6-23 東京メトロ銀座線・千代田線・半蔵門線「表参道」駅 
 
主催：株式会社ワコールアートセンター 
協力：株式会社 ORANGE SENSE、CLIP、株式会社ステージフォー 
企画制作：スパイラル 
グラフィックデザイン：日本デザインセンター 大黒デザイン研究室 

（左）SICF17 会場風景 Photo : Katsuhiro Ichikawa /（右）SICF18 メインビジュア
ル 


